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雅
久 

 

七
月
五
日
～
九
月
三
日
の
間
、
職
域

接
種
の
枠
組
み
で
希
望
す
る
自
衛
隊
員

等
に
対
し
、
努
め
て
早
期
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
完
了
さ
せ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
抑
制
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

接
種
の
実
施
に
際
し
、
施
設
登
録
申

請
、
Ｖ-

Ｓ
Ｙ
Ｓ
の
申
請
及
び
登
録

（
ワ
ク
チ
ン
の
管
理
や
請
求
を
す
る
た

め
に
必
要
）
、
接
種
所
の
開
設
・
運

営
、
Ｖ
Ｒ
Ｓ
の
登
録
（
誰
が
、
い
つ
、

接
種
し
た
か
を
記
録
）
を
行
い
ま
し

た
。 

 

接
種
の
対
象
者
で
あ
る
、
主
に
北
部

九
州
に
所
在
す
る
陸
自
部
隊
や
諸
機

関
、
一
部
空
自
部
隊
の
隊
員
等
に
対
し

接
種
す
る
と
と
も
に
、
離
島
を
含
め
た

数
個
駐
屯
地
へ
医
官
・
看
護
官
・
薬
剤

官
を
派
遣
し
支
援
し
ま
し
た
。 

 

接
種
所
の
開
設
・
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
医
官
・
看
護
官
等
の
衛
生
科
職
種

の
隊
員
を
中
心
に
、
衛
生
科
隊
員
以
外

で
も
対
応
出
来
る

所
は
、
多
職
種
の

自

衛

官
・
事

務

官
・
技
官
も
最
大

限
参
画
し
、
病
院

職
員
一
丸
と
な
っ

て

実

施

し

ま

し

た
。 

ワクチン接種 

対馬派遣出発時の集合写真 

 

六
月
十
五
日
、
当
院
の
診
療
圏
内

に
お
け
る
衛
生
科
長
等
集
合
訓
練
を

Ｖ
Ｔ
Ｃ
に
て
実
施
し
、
二
十
一
個
駐

屯
（
基
）
地
の
三
十
一
名
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 

病
院
施
策
等
の
認
識
統
一
を
図
る

と
と
も
に
、
各
駐
屯
（
基
）
地
で
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者

発
生
時
に
お
け
る
教
訓
及
び
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
係
る
情

報
共
有
を
図
り
ま

し
た
。 

 

今
回
、
初

め
て

Ｖ
Ｔ
Ｃ
形
式
で
実

施
し
、
Ｖ
Ｔ

Ｃ
の

活
用
が
有
用
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。 

診
療
圏
内
衛
生
科
長
等
集
合
訓
練 

医官による問診 

 

現
在
（
八
月
下
旬
）
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
、
新
型
コ
ロ

ナ
）
の
い
わ
ゆ
る
「
第
五
波
」
の
真
っ

た
だ
中
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
春
以
降
、

既
に
一
年
半
近
く
、
個
人
と
し
て
も
組

織
と
し
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
が

続
い
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
今
夏
、
追
い
打
ち
を
か
け
る
か
の

よ
う
に
、
九
州
地
方
に
線
状
降
水
帯
が

停
滞
し
続
け
、
洪
水
・
土
砂
災
害
等
も

頻
発
し
て
お
り
ま
す
。
い
き
お
い
、

「
疲
れ
」
や
「
閉
塞
感
」
が
出
て
く
る

の
も
不
思
議
で
は
な
い
状
況
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
自
衛
隊
福

岡
病
院
は
、
変
化
に
対
応
し
つ
つ
新
型

コ
ロ
ナ
対
処
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
地

方
自
治
体
や
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連

携
を
図
り
つ
つ
、
地
域
の
輪
番
制
夜

間
・
休
日
当
番
病
院
へ
の
参
画
も
継
続

し
、
発
熱
外
来
や
軽
・
中
等
症
患
者
の

入
院
加
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
に
つ
い
て

は
、
特
に
優
先
度
を
高
く
し
て
取
り
組

み
、
「
春
日
接
種
所
」
を
駐
屯
地
体
育

館
に
開
設
す
る
と
と
も
に
（
写
真
）
、

方
面
内
の
他
の
接
種
所
に
も
人
員
を
派

遣
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
自
衛
隊
が

主
体
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
政
府

の
大
規
模
接
種
セ
ン
タ
ー
に
も
要
員
を

派
遣
す
る
等
、
鋭
意
、
接
種
の
推
進
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
九
州
・
沖 

縄
地
区
の
基
幹
型

自
衛
隊
病
院
の
恒

常
業
務
と
し
て
、

他
駐
屯
地
医
務
室

の
診
療
支
援
や
募

集
関
連
の
身
体
検

査
判
定
医
官
等
の

各
種
支
援
も
例
年

通
り
実
施
し
て
い
ま
す
。 

冒
頭
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
対
応
は
長
期
戦
の
様
相
を
呈
し
て

い
ま
す
。
自
衛
隊
は
も
と
よ
り
国
内
外

社
会
全
体
と
し
て
も
、
感
染
症
対
応
で

こ
れ
ほ
ど
長
期
に
亘
る
も
の
は
、
少
な

く
と
も
こ
こ
数
十
年
な
か
っ
た
も
の
で

す
。
感
染
症
の
場
合
、
職
場
だ
け
で
な

く
日
常
生
活
を
含
め
二
十
四
時
間
の
対

応
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
対
処
の
烈
度

自
体
は
概
し
て
高
く
は
な
い
も
の
の
、

感
染
や
変
異
の
確
率
が
高
く
そ
の
周
期

も
短
い
こ
と
も
あ
り
、
終
わ
り
が
見
え

な
い
（
い
つ
ま
で
続
く
か
わ
か
ら
な

い
）
と
い
う
点
が
今
回
の
特
徴
の
一
つ

で
す
。
そ
の
結
果
、
自
覚
症
状
の
有
り

無
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
種
の
「
閉
塞

感
・
疲
れ
」
が
、
個
人
に
も
組
織
・
社

会
に
も
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
断
続
的
に
感
染

状
況
と
そ
の
対
処
の
強
弱
が
繰
り
返
さ

れ
る
点
は
、
陸
上
競
技
等
に
お
け
る

「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
の

よ
う
で
も
あ
り
、
今
回
の
場
合
、
特
に

精
神
的
に
高
い
負
荷
が
か
か
る
状
態
と

い
え
ま
す
。 

で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
生
活

し
、
業
務
を
進
め
、
責
務
を
果
た
し
て

い
く
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
に
臨
む
べ 

 き
か
。
私
自
身
は
、
「
ま
ず
走
り
出
す 

 
 
 

 
 

 

走
り
な
が
ら
考
え
る 

振
り
向
き
過

ぎ
な
い 

前
向
き
に
成
功
体
験
を
評
価

す
る
」
そ
し
て
、
「
ゴ
ー
ル(

目
的
・

目
標
）
を
見
失
わ
な
い
」
と
い
う
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

不
確
定
な
状
況
が
続
く
中
、
適
切
に

対
処
し
成
果
を
出
し
続
け
る
に
は
、

（
特
に
感
染
症
対
処
で
は
）
タ
イ
ミ
ン

グ
が
重
要
な
要
素
に
な
り
ま
す
。
何
を

す
る
に
し
て
も
、
初
め
か
ら
完
璧
を
求

め
る
あ
ま
り
機
を
逸
す
れ
ば
、
期
待
す

る
効
果
が
得
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
逆

効
果
に
す
ら
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
拙
速

は
避
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
早

急
か
つ
適
時
な
対
応
が
重
要
で
す
。
質

が
伴
え
ば
さ
ら
に
良
い
の
で
し
ょ
う

が
、
そ
こ
に
固
執
し
過
ぎ
ず
、
不
備
・

不
具
合
が
発
生
す
る
こ
と
は
あ
る
程
度

許
容
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
（
も
ち
ろ

ん
、
分
析
・
対
処
は
必
要
で
す
）
。
ま

た
、
長
期
戦
に
な
る
と
、
ど
う
し
て
も

本
来
の
目
的
・
目
標
を
見
失
い
、
近
視

眼
的
な
情
報
や
行
動
に
引
っ
張
ら
れ
が

ち
で
す
。
現
在
、
巷
に
は
あ
ま
り
に
も

否
定
的
・
絶
望
的
な
情
報
や
慨
嘆
が
氾

濫
し
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
そ
う
し

た
も
の
に
接
し
続
け
て
い
る
だ
け
で
、

心
が
削
ら
れ
毛
羽
立
ち
か
ね
ま
せ
ん
。

無
論
、
楽
観
視
し
過
ぎ
る
こ
と
は
厳
に

慎
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
現
状

に
つ
い
て
の
客
観
的
か
つ
正
確
な
数
字

や
事
実
を
認
知
し
た
上
で
、
こ
れ
ま
で

に
実
施
し
て
き
た
こ
と
を
正
し
く
評
価

し
、
自
信
を
持
っ
て
、
前
向
き
に
、
か

つ
謙
虚
に
、
目
標
・
目
標
を
意
識
し
て

こ
の
難
局
に
取
り
組
ん
で
い
く
心
構
え

（
心
が
け
）
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

今
か
ら
二
十
年
近
く
前
、
現
在
で
も

私
が
最
も
尊
敬
す
る
自
衛
官
の
ひ
と
り

で
あ
る
当
時
の
上
司
は
「
し
な
や
か 

に
」
と
い
う
言
葉
を
好
ん
で
使
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
色
々
な
解
釈
が
で

き
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
私
自
身
は

「
様
々
な
事
態
に
対
応
す
る
に
あ
た

り
、
素
早
く
、
柔
軟
に
、
粘
り
強

く
、
結
果
に
囚
わ
れ
過
ぎ
ず
、
あ
く

ま
で
前
向
き
に
」
対
応
す
る
こ
と
と

理
解
し
て
い
ま
す
。
状
況
が
急
速

に
、
し
か
も
振
れ
幅
大
き
く
動
い
て

い
く
現
在
の
よ
う
な
状
況
に
お
い

て
、
特
に
活
き
て
く
る
心
構
え
で
あ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

イ
ン
タ
ー
バ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は

苦
し
い
訓
練
で
す
が
、
基
礎
体
力
、

特
に
心
肺
機
能
を
高
め
る
に
は
非
常

に
有
効
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
今

回
の
困
難
な
状
況
に
「
し
な
や
か
な

心
構
え
」
で
対
処
し
、
そ
の
努
力
や

経

験

を

個

人
・
組

織

の

基

礎

体

（
隊
）
力
や
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
向
上
の

糧
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

春日駐屯地における職域接種 

自
衛
隊
福
岡
病
院
長
兼
春
日
駐
屯
地
司
令 



 

 

 

令
和
三
年
三
月
に
着
隊
し
た
防
医

大
看
護
四
期
生
七
名
は
、
幹
部
候
補

生
と
し
て
の
入
校
・
教
育
を
終
了

し
、
所
属
病
棟
も
決
ま
り
ま
し
た
。

看
護
師
免
許
も
手
元
に
届
き
、
持
て

る
力
を
発
揮
す
べ
く
、
真
剣
な
眼
差

し
で
日
々
の
看
護
業
務
に
取
り
組
ん

で
ま
す
。
将
来
が
と
て
も
楽
し
み
で

す
！
皆
様
ど
う
か
温
か
く
見
守
っ
て

く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 
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《
八
月
一
日
付
》 

企
画
室 

 
 
 

三
等
陸
佐 

 

刑
部 

高
志 

総
務
部 

（
総
務
課
） 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

亀
澤 

洋
一 

（
管
理
課
） 

 
 
 

陸 

曹 

長 
 

神
宮 

輝
幸 

 
 
 

一
等
陸
曹 

 

陣
内 

孝
則 

 

 
 
 

一
等
陸
曹 

 

高
尾 

 

悟 

診
療
科 

 
 
 

三
等
陸
佐 

 

野
中 

睦
美 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

馬
渕 

春
菜 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

小
畑 

亮
輔 

診
療
技
術
部 

（
放
射
線
技
術
課
） 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

小
川 

達
矢 

衛
生
資
材
部 

 
(

衛
生
資
材
課) 

 
 
 

一
等
陸
曹 

 

山
下 

太
郎 

 
(

薬
剤
課) 

 
 
 

三
等
陸
曹 

 

伊
達 

雄
基 

看
護
部 

 
 
 

三
等
陸
佐 

 

石
井 

樹
里 

 
 
 

三
等
陸
佐 

 

井
上 

沙
緒
理 

 
 
 

二
等
陸
尉 

 

木
村 

寿
希 

 
 
 

二
等
陸
尉 

 

柴
田 

奈
津
美 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

中
嶋 

俊
裕 

《
九
月
二
十
七
日
付
》 

 

診
療
科 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

佐
々 

瑠
花 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

樽
岡 

 

輝 

《
十
月
一
日
付
》 

診
療
科 

 
 
 

二
等
陸
佐 

 

小
林 

大
晋 

病
院
付 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

大
野 

智
裕 

 

〈 

転
出
者 

〉 

 

〈 

転
入
者 

〉 

《
八
月
一
日
付
》 

企
画
室 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

玉
川 

一
博 

建
替
準
備
室 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

中
村 

仁
士 

総
務
部 

（
総
務
課
） 

 
 
 

准 

陸 

尉 
 

武
下 

英
雄 

 
 
 

一
等
陸
曹 

 

井
上 

博
臣 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

高
堀 

崇
弘 

 
(

管
理
課)

 

 
 
 

三
等
陸
佐 

 

平
位 

 

大 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

後
藤 

陽
一 

 
 
 

陸 

曹 

長 
 

林 
 
 

剛 

 
 
 

陸 

曹 

長 
 

小
野 

正
一 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

髙
邉 

勇
弥 

 
 
 

三
等
陸
曹 

 

西
野 

奨
太 

 
(

給
食
課)

 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

横
山 

か
お
り 

診
療
科 

 
 
 

一
等
陸
佐 

 

森
西 

洋
一 

 
 
 

二
等
陸
佐 

 

葉
柴 

崇
文 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

相
原 

一
紀 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

田
原 

寛
之 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

齊
藤 

 

賢 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

安
田 

拓
也 

診
療
技
術
部 

 
(

放
射
線
技
術
課)

 

 
 
 

准 

陸 

尉 
 

濵 
 

良
道 

衛
生
資
材
部 

（
衛
生
資
材
課
） 

 
 
 

陸 

曹 

長 
 

横
山 

之
勝 

 
(

薬
剤
課) 

 
 
 

三
等
陸
曹 

 

岸
川 

未
来 

看
護
部 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

浦
川 

奈
美 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

辻 
 

星
子 

 
 
 

二
等
陸
尉 

 

松
野 

想
平 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

宮
﨑 

翔
大 

准
看
護
学
院 

 
 
 

三
等
陸
佐 

 

藤
武 

真
理
子 

《
十
月
一
日
付
》 

 

診
療
科 

 
 
 

二
等
陸
佐 

 

田
中 

宏
史 

 
 
 

二
等
陸
佐 

 

松
尾 

晋
祐 

新
着
任
部
長
の
紹
介 

防
医
大
看
護
四
期
生
活
動
開
始 

 

こ
の
度
、
第
一
内
科
部
長
兼
ね
て

小
児
科
部
長
兼
ね
て
副
企
画
室
長
を

拝
命
し
ま
し
た
森
西
一
佐
で
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応

を
は
じ
め
多
様
な
任
務
を
粛
々
と
遂

行
し
て
い
る
こ
の
病
院
の
一
員
に
再

び
加
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝

と
と
も
に
責
任
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
「
融
和
団
結
」
と
よ
く
耳
に
し

ま
す
が
、
こ
の
言
葉
を
前
職
に
お
い

て
ま
さ
に
実
感
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
の
で
、
今
後
は
是
非
皆
様
と
と
と

も
に
味
わ
い
た
く
、
微
力
な
が
ら
尽

力
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。

ご
指
導
ご
鞭

撻
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致

し
ま
す
。  

 

六
月
八
日
～
七
月
二
十
三
日
の

間
、
第
一
回
駐
屯
地
花
壇
コ
ン
ク
ー

ル
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

駐
屯
地
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
隊

員
相
互
の
融
和
団
結
を
図
り
つ
つ
駐

屯
地
を
美
化
す
る
事
と
、
来
院
者
及

び
職
員
に
癒
し
を
与
え
る
事
が
目
的

で
す
。
各
チ
ー
ム
は
苗
の
種
類
及
び

配
置
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
と
て
も
癒

さ
れ
る
花
壇
を
作
り
ま
し
た
。 

 

七
月
二
十
六
日
～
七
月
二
十
八
日

の
間
に
審
査
を
実
施
し
、
部
内
審
査

員
は
病
院
長
以
下
十
名
、
部
外
審
査

員
は
来
院
者
等
百
五
十
五
名
に
審
査

し
て
頂
き
、
八
月
六
日
の
駐
屯
地
朝

礼
で
表
彰
を
し
ま
し
た
。 

【
駐
屯
地
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
結
果
】 

優 

勝 

企
画
室
基
通
混
成
チ
ー
ム 

準
優
勝 

衛
生
資
材
部
チ
ー
ム 

第
三
位 

診
療
技
術
部
チ
ー
ム 

特
別
賞 

診
療
科
チ
ー
ム 

表彰式 来院者による審査の様子 

優勝花壇 花苗配布の様子 

 

准
看
護
学
院
（
学
院
長
：
山
元
二

佐
）
は
令
和
三
年
七
月
二
十
一
日
、

第
四
十
六
期
学
生
の
第
一
回
山
地
行

進
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ま
ん
延
の
影
響
を
受

け
、
例
年
よ
り
一
ケ
月
遅
れ
の
実
施

と
な
り
、
猛
暑
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
熱
中
症
の
発
生
に
留
意
し
な

が
ら
訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。
発
生
し

た
模
擬
患
者
に
対
し
、
入
校
後
修
得

し

た

知

識
・
技

術
を
駆
使
し
対

応
に
当
た
り
ま

し

た
。
学

生

は

練
成
成
果
を
遺

憾
な
く
発
揮
し

全
員
で
完
歩
し

ま
し
た
。 

准
看
護
学
院
第
一
回
山
地
行
進
訓
練 模擬患者を担架搬送する学生 

部
内
乳
が
ん
検
診
開
始
の
案
内 

人口呼吸器の講習受講中 

寝衣交換実施中 

《
六
月
一
日
付
》 

診
療
科 

 
 
 

二
等
陸
尉 

 

佐
々
木 

慧 

 
 
 

二
等
陸
尉 

 

田
上 

裕
司 

 
 
 
 

二
等
陸
尉 

  

平
本 

剛
士 

 人事往来 

第
一
回
駐
屯
地
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル 

 
今
年
度
よ
り
新
し
い
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
撮
影
装
置
が
稼
働
開
始
し
ま
し

た
。
従
来
の
装
置
と
比
べ
、
よ
り
細

や
か
な
画
像
が
提
供
で
き
る
ハ
イ
ス

ペ
ッ
ク
な
装
置
で
す
。 

 

新
装
置
導
入
に
伴
い
、
当
院
職
員

及
び
近
傍
駐
屯
地
の
隊
員
（
四
十
歳

以
上
偶
数
年
齢
の
女
性
）
に
対
す
る

部
内
乳
が
ん
検
診
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
基
本
的
に
は
女
性
の
診
療
放
射

線
技
師
が
撮
影
を
担
当
し
、
女
性
の

医
師
２
名
で
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

画
像
の
読
影
を

し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。 

女性の技師による撮影の様子 


